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南アルプス市赤十字奉仕団だより

平素より地域の皆様には、南アルプス市赤十字奉仕団活動についてのご理解とご協力をいただき誠にありがとうござ

います。

今年度南アルプス市赤十字奉仕団では、令和７年11月17日（月）に東京消防庁本所防災館を訪問しました。

防災館は、災害の疑似体験通して、防災の知識や技術を学べる施設です。地震、暴風雨、洪水、火災を体験した

中で、一番衝撃的だったのは地震体験です。東日本大震災や関東大震災を再現した揺れを体験しました。あまりに

激しい揺れに悲鳴があがったり、踏ん張っていられず転がってしまう場面もありました。揺れるとわかっていても思うように

行動できず、突然来る災害に対して、冷静な平常時にいかに備えておくかが大切だと改めて感じました。

これまで災害が少ない山梨県で育ち、実際に起きることとして備える意識が薄かったと思いました。いざ災害にあった

時に自分と家族が苦しまないように、防災の意識をさらに強めなければなりません。このような経験と機会をいただけたこ

とに感謝し、今後の赤十字奉仕団活動に役立つよう努めていきたいと思います。

赤十字奉仕団は、この他、救護法などの研修をとおして地域の災害への理解と備えを広めることを目的とする団体

です。地域の皆様にはより一層のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

南アルプス市赤十字奉仕団委員長 上野 久



献血会場にて、献血者に記念品を渡しました。

南アルプス市では、ライオンズクラブの協力のもと、

年間１０回ほど献血を実施しています。

令和７年度は、１２月末時点で延べ５４４名

の方に献血をしていただきました。今後も、１人で

も多くの方のご協力をお願いいたします。

三角巾を使用した包帯法の講習をしました。

三角巾は、ケガをした部分の止血や固定、

手や腕を吊るのに適しており、スカーフ・風呂

敷・シーツなどでも応用できます。講習会では

指導員をよく観察しながら、ペアを組んで

患部の固定や止血を実践しました。

赤十字社県支部が主催する

災害救護訓練に参加し、救

命講習と炊き出し訓練を行い

ました。

ぎこちなかったお米の準備も

徐々に手馴れてきて、他市町

の奉仕団員とも協力しながら

訓練を行うことができました。

日赤会費へのご協力を
ありがとうございました

皆様のご協力により、令和７年度は、７，３０２，８５０円の

会費を日本赤十字社山梨県支部へ送金しました。

いただいた会費の一部は、奉仕団活動にも活用されています。

皆様には奉仕団の趣旨をより一層ご理解いただき、今後ともご協力

をお願いいたします。
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